
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
な
ど
の
斬

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
の
『
演
奏
会
篇
第
二
巻
』
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
『
演
奏
会
篇
』
は
本
来
全
二
巻
を
予
定
し
て
い
た
が
、

調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
貴
重
な
資
料
の
分
量
が
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
た
め
、
全
三
巻
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

京
芸
術
大
学
百
年
史
』
の
音
楽
篇
は
、
『
東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
（
既
刊
）
、
『
同
第
二
巻
』
『
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
篇
』
『
演
奏
会
篇
第
一

巻
』
（
既
刊
）
、
『
同
第
二
巻
』
『
同
第
三
巻
』
の
六
分
冊
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
『
東

こ
の
た
び
刊
行
の
『
演
奏
会
篇
第
二
巻
』
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
の
演
奏
会
を
取
り
上
げ
た
『
同
第
一
巻
』
に
つ
づ
い
て
、

昭
和
二
年
か
ら
昭
和
二
十
七
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
東
京
音
楽
学
校
の
改
廃
（
東
京
芸
術
大
学
の
発
足
は
昭
和
二
十
四
年
五
月
）
ま
で
を
扱
い
、
昭

和
二
年
？
十
二
年
の
第
一
章
と
昭
和
十
三
年
ー
ニ
十
七
年
の
第
二
章
に
分
け
た
。
内
容
は
従
来
の
編
集
方
針
に
従
っ
て
東
京
音
楽
学
校
が
主
催
し

た
卒
業
演
奏
会
、
定
期
演
奏
会
、
特
別
演
奏
会
、
出
張
演
奏
会
、
学
友
会
お
よ
び
同
声
会
の
演
奏
会
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
、
当
時
の
解
説

や
新
聞
・
雑
誌
の
批
評
や
関
連
記
事
を
そ
れ
に
加
え
た
。
人
名
や
曲
名
の
表
記
は
原
則
と
し
て
当
時
の
ま
ま
と
し
、
編
集
者
に
よ
る
解
説
は
最
小

限
に
と
ど
め
た
。
さ
ら
に
補
遺
と
し
て
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
一
覧
を
添
え
、
巻
末
に
作
曲
者
と
演
奏
者
の
人
名
索
引
を
付
し
た
。
昭
和

二
十
四
年
以
降
の
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
時
代
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
刊
行
予
定
の
『
演
奏
会
篇
第
三
巻
』
に
譲
る
。

本
巻
が
取
り
扱
う
時
代
は
、

新
な
作
品
を
本
邦
初
演
し
、

わ
が
国
の
洋
楽
界
が
欧
米
の
模
倣
か
ら
脱
し
て
独
自
の
歩
み
を
開
始
し
た
時
代
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
定
期

演
奏
会
は
昭
和
四
年
に
会
場
を
上
野
の
奏
楽
堂
か
ら
日
比
谷
公
会
堂
に
移
し
、

職
し
、
同
校
の
演
奏
会
で
マ
ー
ラ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、

日
本
の
音
楽
界
に
絶
大
な
刺
激
を
与
え
た
。

ま

え

が

き

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
、

そ
の
内
容
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
っ
た
。
特
に
昭
和
六
年
か
ら

昭
和
十
二
年
ま
で
は
、
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー
門
下
の
著
名
な
作
曲
家
・
指
揮
者
の
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
東
京
音
楽
学
校
に
在

ま
た
声
楽
の
ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ
、

リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
ト
、
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な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

子
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ピ
ア
ノ
の
レ
オ
・
シ
ロ
タ
、

か
ら
も
、

レ
オ
ニ
ー
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
、
指
揮
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー
な
ど
の
名
教
師
が
教
鞭
を
取
り
、
学
生
の
中

そ
の
後
の
音
楽
界
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
数
々
の
人
材
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

舷山角

山 本倉

文一

隆茂 朗

し
か
し
こ
の
時
代
は
ま
た
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
つ
づ
く
激
動
の
時
代
、
そ
し
て
戦
後
の
混
乱
と
窮
乏
の
時
代
で
も

あ
り
、
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
活
動
に
も
暗
い
影
を
投
げ
か
け
た
。
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
昭
和
十
二
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
に

よ
る
告
別
演
奏
会
を
最
後
に
政
治
的
な
理
由
か
ら
日
本
を
去
り
、
東
京
音
楽
学
校
の
定
期
演
奏
会
も
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
第
一
〇
一
回
を
も
っ

て
中
断
す
る
。
そ
の
会
が
軍
用
機
献
納
披
露
を
兼
ね
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
前
に
君
が
代
、
海
行
か
ば
、
海
軍
航
空
の
歌
、
学
徒

進
軍
の
歌
、
愛
国
行
進
曲
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
音
楽
の
学
舎
も
社
会
の
動
向
か
ら
自
由
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上

野
の
杜
に
再
び
歌
声
が
蘇
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
秋
で
あ
っ
た
。

本
巻
の
作
成
に
あ
た
っ
て
も
多
く
の
方
々
か
ら
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
出
版
を
引
き
受
け
、
予
定
の
変
更
に
も
快
く
応
じ
て
下
さ
っ

た
音
楽
之
友
社
社
長
浅
香
淳
氏
と
制
作
部
長
中
山
正
吾
氏
、
制
作
の
実
務
を
担
当
さ
れ
た
全
集
編
集
室
課
長
林
靖
章
氏
、
出
版
局
制
作
部
清
野
陽

ま
た
、
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
の
編
集
委
員
代
表
を
務
め
ら
れ
た
元
教
授
大
石
清
氏
を
は
じ
め
、
本
学
の
元
職
員
や
卒
業
生
か
ら
数
々
の
貴
重

最
後
に
、
音
楽
学
部
卒
業
生
の
高
原
聰
子
、
山
本
百
合
子
、
畠
山
美
佳
子
、
太
田
暁
子
、
前
原
恵
美
の
諸
氏
が
資
料
の
調
査
・
整
理
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
も
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

平
成
五
年
一
月
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